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年
顱
の
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
一
五
年
の
年
頭
に

当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
や
国
庫
補
助
事
業
の
廃
止
･
縮

減
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
等
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
行
政
シ
ス

テ
ム
を
大
き
く
変
え
る
議
論
が
進
め
ら
れ
た
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
の
長
け
く
不
況
、
少
子
･高
齢
化
の
急
激
な
進
展
、
環

境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
経
済
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、戦
後
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
急
務
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
こ
れ
ら
の
改
革
を
実
行
に
移
し
て
い
く
重
要
な
年
に
あ
た

り
、
従
来
に
も
増
し
て
、
効
率
性
や
道
路
利
用
者
の
満
足
度
な
ど
に

留
音
･し
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
細
や
か
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
計
画
を
見
直
し
て
、
国
土
交
通
省

の
所
管
公
共
事
業
に
つ
い
て

｢活
力
｣

･
｢暮
ら
し
｣

･
｢安

道
路
局
長

佐
藤

信
秋

全
｣

･
｢環
境
｣
と
い
っ
た
横
断
的
政
策
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
二
一

世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
経
済
･
社
会
の
構
築
と
安

全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、
さ
ら
に
は
社
会
資
本
整
備
の
重

点
化
･
集
中
化
を
は
か
る
た
め
の
、
一
本
化
さ
れ
た
長
期
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
た
な
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
重
点
目
標
を
よ
り

効
率
的
･
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
に
、
道
路
整
備
の
重
点
化
･
集

中
化
に
向
け
て
、
道
路
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
旦
ハ体
的
に
は
、
道
路
事
業
の
成
果
を
表
す
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

に
よ
る
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
り
、施
策
や
事
業
を
峻
別
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
次
に
E
T
C
利

用
台
数
の
拡
大
や
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
有
料
道
路
に
お

け
る
弾
力
的
な
料
金
設
定
、
違
法
路
上
駐
車
の
徹
底
排
除
、
路
上
工

事
の
縮
減
等
に
よ
り
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
構
想
段
階
で
の
市
民
参
画
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス
や

道
路
管
理
に
お
け
る
市
民
参
画
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
、
事
業
の
透



明
性

･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

施
策
テ
ー
マ
に
関
し
ま
し
て
は
、
｢活
力
｣
に
つ
い
て
、
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
の
推
進
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
の
改
良
、
駅

前
等
の
交
通
結
節
点
の
改
善
等
に
よ
る
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

や
、環
状
道
路
の
整
備
等
に
よ
る
都
市
の
骨
格
形
成
に
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、

一
般
自
動
車
の
利
用
を
制
限
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の

導
入
、
地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
の
推
進
、
｢道
の
駅
｣
の
質
の
向
上
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
事
業
等
に
よ
る
個
性
あ
る
都
市
･
地
域
の
形
成
や
、
自
動
車
専

用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
市
町
村
合
併
支
援
道
路
事
業
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
最
適
な
構
造
を
適
用
し
た
一
･
五
車
線
的
道
路

整
備
の
導
入
等
に
よ
る
国
土
･
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
効
率
的
な
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
輸
送
体
系
を
構

築
す
る
た
め
の
空
港
･
港
湾
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
重
点
的
整

備
等
に
よ
る
物
流
効
率
化
の
支
援
や
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
･
導

入
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
整
備
･
高
度
化
に
よ
る
情
報
化
の
推
進
に

取
組
み
ま
す
。

次
に

｢暮
ら
し
｣
に
つ
い
て
、
使
い
や
す
い
道
に
す
る
た
め
地
域

の
方
々
と
共
に
道
の
使
い
方
を
見
直
し
た
み
ち
再
生
事
業
の
推
進

や
、
住
居
系
地
区
に
お
い
て
通
過
交
通
を
排
除
し
歩
行
者
の
安
全
と

快
適
な
利
用
を
優
先
す
る
く
ら
し
の
道
ゾ
ー
ン
の
形
成
、
市
街
地
の

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
よ
っ
て
車
よ
り
人
優
先
の
み
ち

へ
再
生
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
電
線
類
の
地
中
化
の
推
進
に
よ
り
美

し
い
街
並
み
の
形
成
に
取
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
｢安
全
｣
に
つ
い
て
、
事
故
率
の
高
い
事
故
危
険
箇
所

に
お
け
る
事
故
削
減
対
策
の
集
中
的
な
推
進
や
、
市
街
地
の
事
故
発

生
割
合
の
高
い
地
区
に
お
い
て
歩
道
の
設
置
や
歩
行
者
優
先
道
路
を

面
的
･
総
合
的
に
整
備
す
る
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
の
形
成
等
に
よ

り
、
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
･
震

災
対
策
の
重
点
的
な
推
進
に
よ
る
、
災
害
に
対
し
て
安
全
で
信
頼
性

の
高
い
道
路
網
の
確
保
や
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
な
ど
の
雪
寒

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
道
路
の
管
理
手
法
に
道

路
資
産
の
損
傷
･
劣
化
等
を
将
来
に
わ
た
り
把
握
し
、
最
も
費
用
対

効
果
の
高
い
維
持
管
理
を
行
う
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

を
導
入
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
｢環
境
｣
に
つ
い
て
、
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
立

体
化
に
よ
る
脳
･
幟
の
影
響
の
低
減
、
低
公
害
車
の
利
用
促
進
や
自

動
車
の
低
公
害
化
の
推
進
、
低
騒
音
舗
装
の
敷
設
や
環
境
施
設
帯
の

整
備
等
に
よ
り
沿
道
環
境
を
改
善
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の

円
滑
化
や
自
動
車
の
低
燃
費
化
等
に
よ
る
丸
排
出
量
の
削
減
、
道

路
緑
化
の
推
進
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
沿
道
環
境
対
策

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
道
路
整
備
以
外
の
様
々
な
行
政
施
策
と
連
携
し
て
、
交
通

円
滑
化
･
物
流
効
率
化
な
ど
の
交
通
連
携
、
地
域
連
携
支
援
、
交
通

安
全
対
策
、
環
境
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

日
々
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、
日
々
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支

え
社
会
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
道
路
の
使
命
で
あ
り
、
原
点
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
私
共
と
し
ま
し
て
も
、
道
路
行

政
の
改
革
を
通
じ
て
事
業
の
効
率
性
を
高
め
な
が
ら
、
経
済
の
活
性

化
、
生
活
の
質
の
向
上
、
安
全
性
の
確
保
、
環
境
の
保
全
･
創
造
を

実
現
す
る
道
路
政
策
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
弓
き
続
き
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
は
国
土
の
約
六
0
%
が
積
雪
寒
冷
の
度
が
は
な

は
だ
し
い
、
い
わ
ゆ
る
雪
寒
地
域
に
属
し
、
そ
こ
に
は
全

人
口
の
約
二
0
%
に
あ
た
る
二
、
八
〇
〇
万
人
余
り
が
暮

ら
し
て
い
る

(図
1
)。
し
か
も
、
我
が
国
の
よ
う
に
年

間
の
降
雪
深
が
五
m
を
超
え
る
地
域
に
人
口
数
十
万
人
か

ら
百
万
人
を
越
え
る
規
模
の
都
市
が
存
在
す
る
こ
と
は
世

界
的
に
も
希
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
で
は
、
か
つ
て
は
何
週
間
に
も
わ
た
り

多
く
の
人
が
孤
立
す
る
と
い
っ
た
深
刻
な
豪
雪
災
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
降
雪
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い

状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
は
他
の
自
然
災
害
の
よ
う
な

一
過
性
の
も
の
と
は
異
な
り
、
長
期
的
か
つ
反
復
的
で
あ

り
、
生
活
に
対
す
る
障
害
が
恒
常
的
で
、
他
の
地
域
に
比

べ
、
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負

っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
道
路
の
雪
対
策
が
進
ん
で
き

て
い
る
現
在
で
さ
え
、
夏
期
に
比
べ
冬
期
の
道
路
交
通
は

旅
行
時
間
が
増
大
し
て
お
り
、
地
域
の
生
活
や
物
流
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
地
域
で
は
、
厳
し
い
気
象
条
件
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
活
発
な
経
済
活
動
が
営
ま
れ
て
お
り
、
図
3

に
示
す
よ
う
に
北
欧
四
カ
国
や
カ
ナ
ダ
と
ほ
ぼ
同
規
模
の

国
内
総
生
産
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
雪
寒
地
域
は
、
面
積
、
人
口
、
経
済
活
動

等
の
面
か
ら
み
て
、
我
が
国
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占

め
て
お
り
、
地
域
の
住
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
道

路
の
雪
対
策
は
我
が
国
の
道
路
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な

施
策
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
我
が
国
の
道
路
の
雪

対
策
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
の
あ
り

方
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

道
路
の
雪
対
策
の
あ
ゆ
み

1

雪
寒
法
の
制
定

我
が
国
の
道
路
の
雪
対
策
は
雪
寒
法
に
始
ま
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
様
々

な
活
動
の
自
動
車
へ
の
依
存
が
全
国
的
に
高
ま
る
中
に
あ

っ
て
、
雪
国
で
は
積
雪
に
よ
る
地
域
間
交
通
の
途
絶
に
加

え
、
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
発
等
が
新
た

な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
交
通
障
害
は
雪
国
の
冬

期
間
の
社
会

･
経
済
活
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、

地
域
振
興
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
地
域
の

人
口
減
少
に
も
つ
な
が
っ
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
時

は
凍
上
に
よ
る
道
路
の
破
壊
も
多
く
、
修
繕
費
用
が
道
路

猟　道
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図 1 雪寒地域の状況

◎ 代表的な都市間の旅行時間の変化 ●
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図 2 代表的な都市間の旅行時間の変化
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予
算
の
半
ば
を
占
め
る
に
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
国
の
財

政
的
な
支
援
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
積
雪
寒
冷
の
度
が
は
な
は

だ
し
い
地
域
に
お
け
る
道
路
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

除
雪
、
防
雪
及
び
凍
雪
害
の
防
止
に
つ
い
て
特
別
の
措
置

を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
と
民

生
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
｢積
雪
寒

冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別

措
置
法
｣
が
議
員
立
法
と
し
て
第
二
四
回
通
常
国
会
に
お

い
て
成
立
し
、
昭
和
三
二
年
度
よ
り
雪
寒
事
業
が
開
始
さ

れ
た
。

2

圈
寒
事
業
の
概
要

雪
寒
事
業
は
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

重
要
性
等
を
勘
案
し
て
指
定
さ
れ
る
道
路
に
つ
い
て
、
除

雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
防
止
の
各
事
業
を
実
施
し
、
冬
期
道

路
交
通
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、
昭
和
三
二
年
の
事
業
開

始
以
降
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
制
度
の
拡
充
が
な

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
雪
寒
事
業
の
体
系
を
図
4
に

示
す
。

3

雪
寒
事
業
の
効
果

こ
れ
ま
で
の
雪
寒
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
雪
国
の
主
要

な
幹
線
道
路
の
大
部
分
で
除
雪
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も

に
、
雪
崩
、
地
吹
雪
、
堆
雪
等
に
よ
る
交
通
支
障
箇
所
に

お
い
て
は
、
防
雪
柵
、
消
雪
施
設
、
流
雪
溝
等
の
様
々
な

雪

国

ー 車道除雪歩道除雪

　　　　
ト
路盤改良
流雪溝
堆雪幅の確保

除

防

)東雪富防止

雪窯事業 雪寒道路事業

除雪機械の整備

図4 雪寒事業の体系

施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
地
域
間

の
交
流
条
件
が
向
上
し
、
農
産
品
や
工
業
製
品
等
の
物
資

の
輸
送
が
拡
大
し
た
ほ
か
、
流
雪
溝
等
の
整
備
に
よ
り
交

通
渋
滞
が
緩
和
し
た
り

(図
5
)、
凍
結
路
面
に
よ
る
交

通
事
故
が
減
少
す
る

(図
6
)
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
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図 5 流雪溝の整備効果 (旭川市内の旅行速度の変化)
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図 6 消雪施設整備による事故の減少 (春志内トンネルの事例)
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三
こ
れ
か
ら
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
の
あ
り
方

雪
国
に
お
け
る
安
全
で
安
心
な
生
活
を
支
え
、
他
の
地

域
と
の
交
流

･
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
雪
寒
事
業
は
、

今
後
と
も
継
続
的
･
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
は
解
決
で
き
な
い
新

た
な
課
題
も
踏
ま
え
、
今
後
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
に
あ

た
り
特
に
配
慮
す
べ
き
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1

主
要
な
幹
線
道
路
に
お
け
る
雪
寒
事
業
の
計
画
的
推

進こ
れ
ま
で
の
雪
寒
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
雪
国
に
お
い

て
は
、閉
ざ
さ
れ
た
地
域
か
ら
開
か
れ
た
地
域
に
変
化
し
、

人
々
の
交
流
も
活
発
化
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
数
多
く
の
冬
期
閉
鎖
区
間
が
存
在
し
、降
雪
や
雪
崩
、

地
吹
雪
等
に
よ
る
通
行
止
め
も
頻
繁
に
発
生
す
る
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
と
も
除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
書
防
止
に
関
す
る
計
画
を

策
定
し
雪
寒
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
推
進

道
路
の
雪
対
策
の
分
野
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の
通
行

空
間
の
確
保
と
と
も
に
歩
行
者
空
間
の
確
保
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
も
、
｢雪
み
ち
計
画
｣

に
基
づ
き
各
道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
歩
道
な
ど
の
除
雪

を
実
施
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
の
制
定
を
契
機
に
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空

間
の
確
保
の
た
め

｢冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
｣
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

の
重
点
整
備
地
区
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、
積
雪
や
凍
結
と

い
っ
た
雪
国
の
冬
期
特
有
の
障
害
を
軽
減
し
、
全
て
の
人

が
安
全
で
快
適
に
歩
行
で
き
る
空
間
の
確
保
に
努
め
る
も

の
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
の
計
画
策
定
の
手
引
き
を
設
け
た
ほ
か

(平
成
一
三
年
九
月
)、
｢道
路
の
移
動
円
滑
化
整
備
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
｣
(平
成

一
四
年

一
二
月
策
定
)
に
お
い
て
、

歩
道
の
幅
員
や
防
雪
施
設
の
設
置
な
ど
積
雪
寒
冷
地
に
お

け
る
配
慮
規
定
を
定
め
る
な
ど
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
の
推
進
の
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
冬
期
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
行

政
の
み
の
対
策
で
は
限
界
が
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
地
元

自
治
体
、
地
域
住
民
、
N
P
O
な
ど
が
適
切
な
協
力

･
運

輻
サ

ド
き

-へ製
機

ジ

　　
　

　

　図7 冬期バリアフリー対策のイメージ
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携
･
分
担
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今

後
の
雪
対
策
に
お
い
て
は
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
視
点
を
組
み
入
れ
た
計
画
づ
く
り
や
事

業
の
実
施
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

3

気
象
･
道
路
情
報
の
共
有
化
と
き
め
細
や
か
な
情
報

提
供
現
在
、
気
象
情
報
、
路
面
情
報
等
の
収
集

･
提
供
は
、

基
本
的
に
道
路
管
理
者
毎
に
行
わ
れ
て
お
り
、
道
路
利
用

者
は
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
必
要
な
道
路
情
報
に
つ

い
て
、
一
元
的
に
収
集
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
冬
期
道
路
交
通
確
保
の
た

め
に
は
、
各
道
路
管
理
者
が
保
有
す
る
情
報
を
一
元
化
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
共
有
化
し
た
情
報
の
一
元
的

提
供
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
提
供
項
目
に

つ
い
て
も
、
予
測
情
報
等
、
道
路
利
用
者
の
適
切
な
行
動

判
断
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

4

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
雪
寒
対
策
技
術
の
開
発

の
推
進

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
以
降
、
消
融
雪
施
設
や

凍
結
防
止
剤
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
お
り
、
コ
ス
ト
縮
減

や
環
境
負
荷
の
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
消
融
雪
施
設
、
環
境

に
優
し
い
凍
結
防
止
剤
散
布
等
の
実
用
化
に
向
け
た
技
術

開
発
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
冬
期
道
路
管
理
の
更
な
る
高
度
化
･
効
率
化
の

た
め
、
気
象
や
路
面
状
況
等
の
予
測
精
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
吹
雪
に
よ
る
視
程
障
害
等
に
対
応
し
た
雪
国

独
自
の
I
T
S
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

5

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
明
確
化
と
適
切
な
事
業
評
価
の

実
施
現
在
、
冬
期
の
道
路
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば

｢積
雪
が
一
○
伽
以
上
で
除
雪
を
開
始
す
る
｣
と
い
っ
た

除
雪
の
出
動
基
準
や
凍
結
防
止
剤
の
散
布
基
準
は
各
道
路

管
理
者
毎
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
冬
期
道
路
を
ど
の
よ

う
な
水
準
に
保
つ
か
と
い
っ
た
管
理
水
準
は
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
は
、
道
路
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
旅

行
速
度
や
路
面
状
態
を
は
じ
め
と
す
る
冬
期
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
冬
期
道
路
の
管
理
水
準
を
設
定

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
の
雪
対
策
の
必
要
性
や
効
果
を
明
ら
か
に

し
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
事
業
実
施
を
図
る
た
め
、
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
評
価
を
進
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
o

な
お
、
管
理
水
準
の
設
定
や
事
業
評
価
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
冬
期
の
道
路
交
通
状
況
に
対
す
る
知
見
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
I
T
を
積
極
的
に

活
用
し
、
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
と
蓄
積
を
進
め
る
と
と
も

に
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
手
法
の
確
立
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

我
が
国
の
社
会

･
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
冬
期
道

路
交
通
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や
道
路
管
理
水
準
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
道
路
の
雪
対
策
の
高
度
化

･

効
率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
で
述
べ
た
諸
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
な
お
、
本

特
集
で
は
、
こ
う
し
た
諸
課
題
に
対
す
る
各
道
路
管
理
者

の
取
り
組
み
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
よ
り
き
め
細
か
く
、
よ
り
充
実
し
た
道

路
の
雪
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
地
域
住
民

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
と
考
え
る
。
良
好
な

協
力
関
係
で
地
域
の
雪
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
事

例
も
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
広
が
り
を
期

待
し
た
い
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
御
指
導

･
御
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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鬮
鬱
煕
翻
繭圓
鬱
拶
特
簾
/
纂
の
道
路
管
理
釧鰤翻
驫
競霧
鯛

札
幌
蔀
鬮
澗
簾
暮
春
計
鬮

ー
今
後
◎
雪
対
策
⑭
進
め
方
に
つ
い
て
~

札
幌
市
建
設
局
管
理
部
雪
対
策
室
計
画
課

与
那
覇

政
史

一

雪
対
策
基
本
計
画
策
定
の
背
景

札
幌
市
の
雪
対
策
は
経
済
情
勢
と
同
調
し
な
が
ら
、
右

肩
上
が
り
の
予
算
を
背
景
に
進
歩
を
と
げ
て
き
た

(図

1
)
。平

成
三
年
度
策
定
の
前
計
画
に
お
い
て
も
、
都
市
機
能

の
強
化
と
そ
れ
を
支
え
る
雪
対
策
の
充
実
を
目
指
し
、
除

Hl2S5l S55 S59 S63 H4 H8

年 度

図 1 雪対策予算の推移

　

　
　
　
　

　

　

　

　

予
算
額

(百
万
円
)

排
雪
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
雪
対
策
施
設
の
整
備
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、今
日
の
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
、
想
像
を

越
え
る
速
さ
で
変
化
し
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
雪
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
一
二
年
八
月
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
今
後
の
雪
対
策
を
推
進
す
る
上
で
、
確
か
な

目
標
を
定
め
、
様
々
な
施
策
を
着
実
か
つ
戦
略
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
｢札
幌

市
雪
対
策
基
本
計
画

(平
成
三

年
~
三
一
年
度
)｣
を

策
定
し
た
。

以
下
で
は
、
雪
対
策
基
本
計
画
で
示
す
今
後
の
本
市
の

雪
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

雪
対
策
基
本
計
画
の
基
本
方
針

基
本
計
画
で
は
社
会
情
勢
は
も
と
よ
り
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
懇
談
会
の
意
見
等
か
ら
、
現
状
の
雪
対
策
の

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
計
画
に
お
け
る
四
つ
の
重
点
課
題

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
三
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
た

(図
2
)。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年

八
月
に
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
本
市
の

雪
対
策
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
施
策
の
目
標
･
事
業
手

法

･
実
施
基
準
等
を
定
め
た

(図
3
)。

1

=
基
本
方
針
1

冬
期
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
安
全
性
の
向
上

費

雪
対
策
の
主
目
的
は
、
｢冬
期
道
路
交
通
の
円
滑
化
と

道

安
全
性
の
向
上
｣
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

8



計
画
で
は
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
除
排
雪
を
行
う

た
め
、道
路
機
能
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、

凍
結
路
面
対
策
や
交
差
点
の
除
排
雪
を
強
化
す
る
な
ど
、

道
路
交
通
の
定
時
性
の
確
保
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

廉
礒
騒
然鰹

′
'
'
)
:
こ
く
、
-
l
.

･
▲
;
‐

朧
朧
緘

し
て
そ
の
際
に
は
、
増
加
す
る
雪
対
策
費

鱗
翼
“

P
刈
十
5
2
〉
、
ト
月
宵
耐
警
基
≦
長
)
乱

簾
鯛翼

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　　
　
　

な
ど
･
事
業
全
段
こ
b
セ
リ
･
功
室
内
な

鱗
祿鞭
ベ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

事
業
執
行
に
努
め
て
い
く
。

くり冬期道路サービスレベルの確立
(2)マルチゾーン強国の充実
(3)雪対策による渋滞緩和

e路面環境の激変 ゆ癜雪

　　　 　　　
　　　　　　
　基本計画 釀

図 2 雪対策基本計画策定までの流れ

團計
期
合
長
趨

②
基
本
方
針
2

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
冬
期
生
活
環
境
の
充
実

少
子
･
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

高
度
化

･
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ

(2)地域内需処理システムの確立
(3)環境に配盛した雪対策施設の整備

の市民･企業･行政の協鮎体制の充実

くり冬期路面眥理基準の確立
(2)路面管理手法の見直し
(3)情報通信技術の活用による効率化

想凌にやさしい
富対策システムの追求

の雪対策に関する情報共有体制の徽築
く2)事業の効果の明確化
(3)研究開発と国内外ネットワークの形成 け

で
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、市
民
･
企
業
･
行
政
で
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

各
々
の
役
割
分
担
を
よ
り
明
確
に
し
た
上
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
冬
期
生
活
環
境
の
創
出
を

道行セ 2003.1 9

観じ

図4 さっぽろS C O P (スコップ)

　　　　　　　　　　
　　　　

｢さっぽろ S C O P (さっぽろ ･スノ - ･コミユニテイ ･

プラン)｣ は、雪対策における市民 -企業 ･行政のパート

ナーシップを重視し、 ｢市民一人ひとりがスコップを手

に｣、｢地域のコミュニティによって取り組んでいきたい｣
という気持ちをこめたものである。

冬期路面管理基準の確立

パートナーシップによる
除排雪の充実

効率的な幹線道路
ネットワーク隊排雪の実現

情報共有体制の構築

図3 雪対策基本計画系統図



目
指
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
基
本
計
画
の

愛
称
を

｢さ
っ
ぽ
ろ
s
C
O
P

(ス
コ
ッ
プ
)｣
と
名
付

け
た

(図
4
)。

◎

基
本
方
針
3

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
雪
対
策
の
実
現

･

身
近
な
生
活
環
境
、
さ
ら
に
は
地
球
環
境
を
保
全
し
て

い
く
た
め
、
本
市
の
雪
対
策
事
業
に
お
い
て
も
、
除
排
雪

の
効
率
化
を
は
じ
め
、
地
域
で
雪
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム

の
確
立
や
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
融
雪
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
お
、
本
市
は
平
成
一
三
年
二

月
、
全
庁
を
対
象
に

I
s
o
1
4
0
0
1

(環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
)

の
認
証
を
取
得
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

｢雪
対
策
環
境
配

慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
を
策
定
し
、
具
体
的
な
取
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

三

重
点
施
策

計
画
で
は
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
目
標
を
設
定
し
、
具

体
的
な
取
組
み
と
し
て
、
重
点
施
策

(各
種
事
業
)
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
重
点
施
策
の
中

か
ら
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1

路
面
管
理
手
法
の
見
直
し

本
市
で
は
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
化
に
対

応
す
る
た
め
、
緊
急
対
応
と
し
て
昭
和
六
三
年
度
か
ら
ロ

ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
整
備
し
て
き
た
。

装舖
結
制
凍
抑

高
合

路
面
管
理
効
累
□

低

図5 路面管理手法のコストと効果の関連 (イメージ)

し
か
し
、
こ
の
維
持
管
理
費
や
老
巧
化
し
た
箇
所
の
改

修
に
多
額
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
部
幹
線

道
路
の
路
面
管
理
手
法
を
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら

凍
結
防
止
剤
散
布
の
強
化
に
変
更
す
る
な
ど
、
よ
り
効
率

的
な
冬
期
路
面
管
理
を
目
指
す
こ
と
と
し
た

(図
5
)。

2

市
民
･企
業
･行
政
の
協
働
体
制
の
充
実

本
市
で
は
、
｢協
働
都
市
の
実
現
｣
を
都
市
経
営
の
目

指
す
方
向
と
し
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
市
民
･
企
業
･

行
政
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
雪
対
策
に
お
い
て
も
、
こ
の
理
念
に
基

づ
き
各
種
施
策
を
展
開
す
る
。

①

生
活
道
路
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
排
雪
制
度
の
推
進

こ
の
制
度
は
、
市
民
要
望
の
高
い
生
活
道
路
の
排
雪

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
･
札
幌
市
･
除
雪
業
者
の
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
う
も
の

で
あ
る

(図
6
)。

こ
れ
に
か
か
る
費
用
は
、
排
雪
延
長
に
応
じ
た
一
定

の
額
を
地
域
住
民
が
支
払
い
、
残
り
の
額
を
市
が
支
払

う
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
三
年
度
は
、
市
内
の
生
活
道

図 6 除雪パートナーシップ制度概念図

ヱ" 道行セ 2003.1



路
の
約
五
六
%
に
相
当
す
る
一
、
六
四
九
皿
に
こ
の
制

度
を
適
用
し
、
排
雪
を
実
施
し
た
。

②

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
歩
行
者
対
策

こ
れ
ま
で
も
、
本
市
で
は
都
心
部
や
地
下
鉄
駅
周
辺

の
横
断
歩
道
の
安
全
対
策
と
し
て
、
歩
行
者
が
滑
り
止

め
材
を
散
布
で
き
る
よ
う
砂
箱
を
設
置
し
て
き
た
が
、

今
後
は
、
さ
ら
に
歩
行
者
交
通
量
の
多
い
公
共
施
設
周

辺
も
対
象
に
順
次
設
置
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

(写
真
1
･
2
)。

ま
た
、
歩
道
幅
員
が
狭
く
、
砂
箱
を
設
置
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
商
業
施
設

(コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
)
や
公
共
施
設
の
敷
地
を
活
用
し
た
り
、
上

記
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、
町
内
会
等
の
団
体
に
滑

り
止
め
材
を
提
供
す
る
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
凍
結
路
面
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

3

福
祉
除
雪
の
推
進

近
年
の
核
家
族
化
と
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
で
、
自
宅

周
辺
の
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢

　　

　

　
　

　　

　
　

　砂

　　　　　

　

溌聴
き泳ご
写

者
･
障
害
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
、
地
域
協
力
員
が
高
齢
者
宅

等
の
玄
関
口
の
除
雪
を
行
う
｢福
祉
除
雪
｣
制
度
を
定
め
、

市
は
そ
の
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
い
る

(図
7
)。

4

環
境
に
配
慮
し
た
雪
対
策
施
設
の
整
備

本
市
で
は
、
降
雪
後
の
除
雪
作
業
時
に
一
、
0
0
0
台

に
も
及
ぶ
機
械
が
全
市
的
な
規
模
で
稼
動
し
、
騒
音
･
振 図 7 福祉除雪イメージ

2003.1 ZZ

写真 1 歩行者用砂箱



動
に
よ
る
市
民
の
生
活
へ
の
影
響
や
、
排
気
ガ
ス
の
増
大

処
理
で
き
る
仕
組
み

(地
域
内
雪
処
理
シ
ス
テ
ム
)
を
確

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

立
す
る
こ
と
と
し
、
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
環
境
に
配
慮
し
、
効
率
的

な
除
排
雪
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
機
械
そ
の
も
の

の
低
騒
音
化
の
ほ
か
、
運
搬
排
雪
時
に
そ
の
距
離
を
極
力

短
縮
す
る
よ
う
に
考
慮
し
た
雪
処
理
施
設
の
配
置
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
計
画
で
は
、
雪
堆
積
場

(約

五
〇
ヵ
所
)
の
ほ
か
、
下
水
道
な
ど
の
も
つ
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た
融
雪
槽

(六
ヵ
所
)
(写
真
3
)

を
積
極
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
雪
は
地
域
で

立
す
る
こ
と
と
し
、
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

下
水
道
施
設
を
活
用
し
て
生
活
道
路
の
雪
を
処
理
す
る
地

域
密
着
型
融
雪
槽
の
整
備
も
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
8
)。　

　　　

　

　　

　　
　
　
　

　　
　　

　
　
　
　

　

ヤ

.

･̂

　
　
　
　

　

　

　　

　
　

　　
　

　

的

路≧

“水

　

　

　

　　
　
　　

　
　

　

　

　

　　　　

　　
　

図 8 地域密着型融雪糟イメージ

四

計
…画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

以
上
の
よ
う
に
、
雪
対
策
基
本
計
画
は
、
少
子
･
高
齢

化
、
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
交
通
環
境
の
変
化
な
ど

に
即
し
、
本
市
の
雪
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
時
代
背
景
の
変
化
に
即
時
対
応
し
、
効
率
的
･

効
果
的
な
雪
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
の

費
用
と
便
益
を
評
価
し
、
優
先
順
位
や
手
法
の
検
討
を
す

る
な
ど
、
常
に
計
画
の
再
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
着
実
な

事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
る
。

z2 道行セ 2003.1

写真3 投雪状況 (厚別融雪槽)



鬮
鬱
驫
翻
れ
蛔
鬱
枦
特
集
/
轡
の道
路
管
理
剥鋼
鬱彰鬱啜観鯛膨榊

青
森
市
に
お
け
る
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
と

冬
期
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
つ
い
て

一

は
じ
め
に

青
森
県
の
気
候
状
況
は
、
県
土
を
東
西
に
二
分
す
る
奥

羽
山
脈
に
よ
り
、
日
本
海
側
の
津
軽
地
方
は
直
接
季
節
風

の
影
響
を
受
け
、
豪
雪
や
地
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
、

太
平
洋
側
の
県
南
地
方
は
少
雪
で
寒
さ
が
厳
し
い
対
照
的

な
気
候
で
あ
り
ま
す
。

県
内
の
六
七
市
町
村
す
べ
て
が
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
更
に
一

五
市
町
村
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
、
県
人
口
の
三

分
の
一
に
あ
た
る
約
五
〇
万
人
の
方
々
が
生
活
し
て
お
り

ま
す
。

と
り
わ
け
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
青
森
市
は
、
人
口
約

一ニ
0
万
人
を
擁
す
る
、
国
内
外
で
も
有
数
の
豪
雪
都
市
で

あ
り
ま
す
。

青
森
県
県
土
整
備
部
道
路
課
離

は
約
-
-
o
m
に
達
し
ま
す

(図
1
)。

ま
た
現
在
、
高
齢
者

･
障
害
者
人
口
は
青
森
市
の
人
口

の
約
二
一
%
を
占
め
て
お
り
、
平
成
一
七
年
度
に
は
高
齢

者
人
口
が
約
六
万
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま

す
。平

成
一
二
年
三

月
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行

を
受
け
、
冬
期
間
に
お
い
て
歩
行
者
が
安
全
で
快
適
に
移

動
で
き
る
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
一
三

年
一
一
月
、
青
森
市
は
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

三

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
の
策
定

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
国
･
県
･
市
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ

ー

(学
識
経
験
者
等
)
で
構
成
す
る
｢青
森
雪
対
策
研
究

会
｣
に
お
い
て
協
議
･
検
討
を
重
ね
、
広
く
市
民
の
声
を

一
日
の
平
均
気
温
は
、
マ
イ
ナ
ス
ニ
･
一
℃
、
累
計
降

雪
量
の
平
年
値
は
約
七
七
〇
皿
、
最
大
積
雪
深
の
平
年
値

拗

100

80

60

40

最
深
積
雪
深
(凹 三趣礎評続 150 200

人
　
　
ー

口人

図 1 主な都市の最深積雪深
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取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
活
用

し
た
意
見
交
換
会
や
、
市
民
ア
ン
サ
ー
制
度

を

活
用
し
た
意
見
聴
取
を
行
い
策
定
し
、
左
記
事
項
を
基
本

方
針
と
し
計
画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①

除
排
雪
や
恒
久
的
雪
処
理
施
設
の
整
備
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
歩
行
者
空
間
の
確
保
。

②

高
齢
者
等
の
雪
弱
者
は
も
と
よ
り

｢す
べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
｣
施
策
の
展
開
。

歩道除雪の充実のため重要と思われる視点
車道と区別のない歩道部分は車
道除雪と連携をとる 26,2%

歩

富
雄

保

　　
　
　

　　
　
　

への市民意識の ＼- 流雪溝などの雪処理施設の
3.6%

整備 39,0%

市民アンサー制度による意見聴取 (回答数5 6 8件)

除雪機貸与台数の増加 56%

市民の協力を得るための必要事項

雪処理支援策の拡充 7,7%

　　
　
　
雪

③

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
克
雪
対
策
の
推
進

(図
2
)。

※
1
!
市
政
モ
ニ
タ
ー
五
〇
人
を
市
民
か
ら
公
募
の
う
え
委
嘱
し
、
市
政

に
関
す
る
意
見
･
提
案
等
を
提
出
し
て
も
ら
う
制
度
。

※
2
!
市
の
広
報
誌
の
紙
面
に
意
見
･
提
言
用
の
料
金
受
取
人
払
い
封
筒

を
刷
り
込
み
、
テ
ー
マ
を
設
け
、
情
報
を
提
供
し
、
意
見
な
ど
を
郵

送
し
て
も
ら
う
制
度
。

三

事
業
の
概
要

青
森
市
に
お
け
る
除
排
雪
総
延
長
は
、
約
一
、
三
四
〇

蝿

(国
管
理
約
七
〇
蹴
、
県
管
理
約
一
七
〇
鬮
、
市
管
理

約
一
、
一
0
0
騙
)
に
及
び
、
こ
の
う
ち
約
七
割
が
幅
員

の
狭
い
生
活
道
路
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
道
路
に
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
の
は
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
計
画
地
区
を
次
の
と
お
り
｢重
点
整
備
地
区
｣

及
び

｢誘
導
地
区
｣
に
区
分
し
て
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た

(図
3
)
。

1

重
点
整
備
地
区
の
整
備

当
該
地
区
は
、
青
森
駅
･
商
店
街

･
官
公
庁
の
主
要
施

設
が
あ
り
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
歩
行
者
空
間
の
無
雪
化
を
目
指
し
ま
す
。

ゆ

歩
道
融
雪
施
設
の
整
備

海
水
熱
や
地
熱
を
利
用
し
た
歩
道
延
長
約
三
、
八
〇
0

m
の
融
雪
施
設
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
利

用
率
の
高
い
広
幅
員
歩
道
を
優
先
的
に
整
備
を
進
め
、
整

備
済
み
路
線
や
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
既
存
施
設
を
有
機
的
に

結
合
さ
せ
無
箏
ヨ空
間
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

②

歩
道
除
雪
と
住
民
協
力

道
路
幅
員
や
道
路
構
造
の
違
い
に
よ
り
、
融
雪
施
設
整

備
が
困
難
な
路
線
に
つ
い
て
は
、
除
排
雪
を
強
化
し
て
無

雪
空
間
と
連
続
し
た
歩
道
空
間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
等
へ
の
小
型
除
雪
機
械
の
貸
与
や
自
主

除
排
雪
へ
の
補
助
金
交
付
を
こ
れ
ま
で
同
様
に
支
援
し
て

一
層
の
連
携
を
図
り
ま
す

(図
4
)。

2

誘
導
地
区
の
整
備

当
該
地
区
は
、
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

重
点
整
備
地
区
に
準
じ
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

=
歩
道
融
雪
施
設
の
整
備

電
線
類
地
中
化
の
導
入
に
あ
わ
せ
、
歩
行
者
交
通
の
動

向
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
利
用
率
の
高
い
歩
道
を
優
先

的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

②
歩
道
除
雪
と
住
民
協
力

誘
導
地
区
の
歩
道
部
す
べ
て
に
融
雪
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
は
道
路
構
造
等
の
問
題
が
あ
り
、
非
常
に
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
周
辺
、
通
学
路
、

交
差
点
、
バ
ス
停
周
辺
の
除
雪
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
、
歩
行
者
空
間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
調
と

し
た
対
策
で
あ
る
自
主
除
排
雪
の
支
援
や
除
雪
機
械
貸
与

事
業
等
、
住
民
と
連
携
し
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

z4 1墳牙〒セ 2001 1



計画路線図箇所
冬期バリアフU岬　 　　　　　

で

雪
辱
を

ん礎
壽
を
メド
〆

、き
寧

メ
ノテ
q
な
こ
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3

そ
の
他
の
地
区
の
整
備

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
区
域
以
外
の
地
区
は
、
道
路

幅
員
が
狭
く
歩
車
道
の
分
離
が
無
い
道
路
が
多
い
事
か

ら
、
歩
道
融
雪
施
設
の
整
備
は
難
し
い
た
め
、
除
排
雪
や

融
流
雪
溝
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

四

今
後
の
施
策
展
開

1

環
境
に
配
慮
し
、
維
持
管
理
を
考
慮
し
た
施
設
整
備

こ
れ
ま
で
に
も
、
様
々
な
熱
源
を
利
用
し
た
消
雪
施
設

の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
今
後
と
も
費
用
対
効
果
や
維

持
管
理
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
有
効
的
･
効

率
的
な
活
用
が
容
易
な
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

2

道
路
管
理
者
、
関
係
事
業
者
、
地
域
住
民
と
の
連
携

に
つ
い
て

雪
に
よ
る
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
道
路
管
理
者

だ
け
の
取
組
み
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
鉄

道
事
業
者
や
バ
ス
交
通
事
業
者
等
及
び
住
民
参
加
に
よ
る

連
携
･
協
力
体
制
の
確
立
が
必
要
で
す
。

五

青
森
県
に
お
け
る
歩
道
除
雪
事
業
の
現
状

平
成
一
〇
年
度
か
ら
、
歩
道
除
雪
の
拡
充
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
道
路
管
理
者
と
関
係
市
町
村
と
が
連
携
し

て
、
通
学
路
･
公
共
的
施
設
ま
た
そ
の
他
の
生
活
関
連
施

設
等
が
存
す
る
一
定
の
区
域
を
対
象
に
、
県
か
ら
関
係
市

町
村
へ
小
型
除
雪
機
械
を
貸
与
し
、
歩
道
除
雪

(国
･
県

道
)
を
実
施
し
て
い
ま
す

(表
1
、
図
5
)。

六

ま
と
め

冬
期
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
確
保
の
た
め
、
車
道
と
比

較
し
て
相
対
的
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
歩
道
除
雪
を
強
化
充

表 1 歩道除雪の概要

事 業 名 事 業 期 間 延 長 貸付小
型除雪機
台 数

公共除雪 S 5 2 ~ 1 8 6 km

学校 福祉施設等周
辺除雪事業

り“14H~八V1上H 如に〉ブー 台視
歩いて暮らせるまち
づくり支援除雪事業

イハマ
1-ムH~QJ1上H 蛔QYパア 台RU1上

合 計 騒ÛT･上QJ 台7●獲れ俊
※歩道実延長 L = 1 , 1 6 6 km

歩道除雪実施主体

町内会

P T A

ボランテイ ア

その他民間団体

業者委託

市町村の直営

与貸
　 　　 　 　　　　　県が小型除雪機購入

美
し
て
、
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
、
高
齢
社
会
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
か
ら
、

2セ

地
域
の
実
情
に
適
応
し
た
質
の
高
い
歩
行
者
空
間
を
確
保

新

す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

図5 事業の流れ



仙
台
繭
肉
⑭
萱
轉
圓
週
に
藁
鼾
る

冬
期
週

管
理
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
仙
台
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

仙
台
市
は
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
総
面
積
は
約

七
八
八
頬
で
政
令
指
定
都
市
中
で
は
札
幌
市
に
次
ぐ
第

二
位
の
広
さ
で
す
。
市
域
の
北
端
か
ら
西
端
に
か
け
て
は

奥
羽
山
脈
が
走
り
市
域
の
最
高
地
点
を
一
角
に
も
つ
船
形

山

(標
高
一
、
五
〇
0
m
)
を
は
じ
め
、
標
高

一
、
0
0

o
m
級
の
山
並
み
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
市
中
心
部

は

｢平
野
地
方
｣
と
呼
ば
れ
、
太
平
洋
に
面
し
た
海
洋
性

気
候
の
た
め
に
寒
暖
の
差
が
少
な
く
、
ま
た
、
冬
に
奥
羽

山
脈
を
越
し
て
吹
き
付
け
る
北
西
の
風
が
乾
い
て
い
る
た

め
に
積
雪
は
比
較
的
少
な
い
。
一
方
、
市
域
の
北
端
か
ら

西
端
に
か
け
て
は
、
｢山
沿
い
地
方
｣
と
呼
ば
れ
宮
城
県

内
で
も
有
数
な
積
雪
地
域
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
仙
台
工
事
事
務
所
管
内
の
過
去
一
〇
年
最
大
降
積
雪

記
録

(平
成
一
二
年
)
に
よ
る
と
、
｢平
野
地
方
｣
に
属

す
る
仙
台
東
国
道
維
持
出
張
所
管
内
で
は
最
大
累
加
降
雪

量
が
八
五
皿
、
最
大
積
雪
深
が
二
八
m
で
す
。
他
方
、

｢山
沿
い
地
方
｣
に
属
す
る
、
仙
台
西
国
道
維
持
出
張
所

管
内

(作
並
地
区
)
で
は
、
最
大
累
加
降
雪
量
が
六
八
九

皿
、
最
大
積
雪
深
が
一
六
七
皿
と
、
同
一
市
域
内
で
の
冬

期
の
気
象
状
況
が
大
き
く
違
い
ま
す

(図
1
･
2
)。

仙
台
市
内
の
直
轄
国
道
は
四
号
、
四
五
号
、
四
八
号
の

三
路
線
で
総
延
長
は
、
八
五
･
二
師
で
す
。
こ
の
う
ち
積

雪
地
域
延
長
は

｢山
沿
い
地
方
｣
に
該
当
す
る
、
四
号

八

･
一
蹴

(仙
台
東
国
道
維
持
出
張
所
)
、
四
人
号
二

七
･
三
懸

(仙
台
西
国
道
維
持
出
張
所
)
の
計
三
五
･
四

皿
で
す
。
た
だ
し
、
除
雪
対
象
延
長
は
全
管
理
区
間
の
八

五
･
二
皿
で
す

(図
3
)。

冬
期
交
通
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
除
雪
基
地
と
し
て

四
号
松
森
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(仙
台
市
泉
区
松
森
地
内
)

と
、
四
八
号
作
並
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(仙
台
市
青
葉
区

作
並
地
内
)
を
設
置
し
て
お
り
降
積
雪
期
に
は
二
四
時
間

体
制
で
除
雪
作
業
に
臨
み
ま
す
。
除
雪
車
両
の
保
有
台
数

は
、
表
1
の
と
お
り
総
数
二
一
台
と
な
っ
て
い
ま
す

(写

真
1
)。

　　道
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図3 仙台市内の直轄国道管理区間図

表 1 仙台市内の除雪 (防災) ステーション概要

出張所 ステーション名
両
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グレーダトラック除雪車 剤散布車 、雪車
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二

一
般
国
道
四
八
号
の
冬
期
道
路
管
理
に
つ

い
て

前
述
の
と
お
り
市
域
に
お
い
て
気
象
の
特
徴
が
違
う
こ

と
か
ら
降
積
雪
量
で
多
い
一
般
国
道
四
八
号
の
冬
期
の
道

路
管
理
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
般
国
道
四
人
号
は
仙
台
市
を
起
点
と
し
て
標
高
五
三

一
m
の
関
山
峠
を
経
て
山
形
市
に
至
る
延
長
八
三
如
の
主

要
幹
線
道
路
で
、
宮
城
県
、
山
形
県
の
経
済
･
社
会
活
動

の
拠
点
で
あ
る
県
庁
所
在
地
を
最
短
で
結
び
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
行
楽
の
た
め
の
利
用
が
特
に
多
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
日
二
四
時
間
交
通
量
は
一
四
、
七
一
七
台

(平

成
=
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
)
で
す
。
仙
台
市
か
ら

約
二
九
蹴
の
山
形
県
境
近
く
に
あ
る
作
並
温
泉
は
約
三
一

〇
〇
年
前
に
発
見
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
古
湯
で
年
間
入
込

数
は
約
四
二
七
、
七
〇
〇
人

(平
成
一
三
年
)
で
、
対
前

写真 5 スノーシェッドの除雪状況

年
比
-
一
二
･
五
%
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
当
地
へ
の
自

動
車
に
よ
る
交
通
手
段
は
国
道
四
八
号
の
み
で
当
温
泉
の

生
命
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
鉄
道
で
は
J
R
仙
山
線

が
連
行
し
て
い
ま
す
。
作
並
温
泉
付
近
か
ら
県
境

(関
山

峠
)は
山
岳
道
路
特
有
の
急
勾
配
･
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、

降
積
雪
に
よ
る
交
通
の
難
所
と
も
な
っ
て
お
り
、
冬
期
交

通
確
保
の
た
め
の
対
策
が
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
行
わ

れ
、
雪
崩
予
防
施
設
が
六
〇
箇
所

(道
路
延
べ
延
長
二
･

八
蝿
)、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
三
箇
所

(延
長
七
六
m
)
が

整
備
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

作
並
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
昭
和
六
一
年
に
設
置
さ
れ

冬
期
交
通
確
保
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
冬
期
に
は
常

時
五
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
待
機
し
除
雪
作
業
に
従
事
し

ま
す
。
作
業
は
お
も
に
、
降
積
雪
を
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー

等
の
機
械
に
よ
り
排
除
す
る
方
法
と
路
面
凍
結
を
抑
制
す

る
た
め
の
凍
結
抑
制
剤
散
布
作
業
に
区
分
さ
ま
す

(写
真

2
,
5
)
0

三

雪
氷
予
測
に
つ
い
て

仙
台
工
事
事
務
所
で
は
、
冬
期
交
通
の
確
保
及
び
、
よ

り
経
済
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
、
天
気
、
気
温
、

降
雪
等
の
気
象
予
測

(雪
氷
予
測
)
を
行
い
除
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
雪
氷
予
測
と
し
て

作
並
地
区
の
天
気
、
気
温
、
降
雪
量
、
積
雪
深
、
卓
越
風

向
、
最
大
風
速
、
路
面
状
況
、
最
高
気
温
を
提
供
し
ま
す
。

か
み
あ
や
し

ま
た
、
上
愛
子
地
区
か
ら
山
形
県
境
ま
で
の
一
九
･
0
蛔
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写真3 雪崩防止柵の除雪作業

写真 2 作並温泉付近の除雪作業



　 　　　　　　　⑰冒氷予測地点

ステーンヨン

区
間
に
は
、
主
要
四
地
点
と
一
皿
毎
に
路
面
温
度
を
予
測

風
、
降
水
量
を
算
出
し
、
仙
台
工
事
事
務
所
観
測
の
天
気
、

提
供
を
受
け
た
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
こ
の
予
測
を
も
と

し
提
供
し
ま
す

(図
4
)。
提
供
は
、
一
〇
時
と
一
七
時

気
温
、
路
面
状
態
等
の
実
況
値
と
入
手
可
能
な
各
種
資
料

に
日
々
の
除
雪
の
出
動
体
制
に
活
用
し
ま
す
。

に
二
四
時
間
先
ま
で
一
時
間
間
隔
で
予
測
し
た
情
報
を
請

等
か
ら
、
気
象
予
報
士
が
判
断
し
予
測
し
ま
す

(表
2
)。

負
者
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
と
F
A
X
に
よ
る
方
法
で
行
い

予
測
手
順
は
気
象
庁
G
P
V

(Q
コ
Q
ャ
o旨
く
巴
□ニ

デ

p
ば

粥
幻
m
m
鱒
鱒
蜷
納
"
u
m
u
鯰
醍
"
器
霧
夜襲
舞
約
館
餉
"

P
P
ぬ
う

ま
す
。

C
総
如
幻
卸
爵
幻
燧
約
卸
u
惚
悌
燧
鱒
僻
鉈
鉈
鱒
嚢

端

幻
鰓
悦
雄

一

-

-

笹

!
赤

　　　　　　

　
　　

　

　

ー

と
受
託
者
が
粥
発
し
た
地
形
影
響
を
考
慮
し
た
物
理

群

拵
纂

鷁
掩

棯
搏

謎

議
麓
癈
嚢
嚢
癩
灘
攪

醇弼

一

哉

雛
"

　
　
　　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　

　　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
一
時
間
間
隔
の
天
気
、
気
温
、
雲
量
、

3
惚
髄
ね
鯰
乾
鱒
第
=
饅
鷆
M
議
し鮴癩
鱗
纖箋
鰯
癩
鱗
隠
歳
榊

　

　

箇

測

　

　

　

　

象

雪

気

離
職
宮城県

図

表
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作並地区線予測



四

宮
城
-
T
S

関
山
峠
の
道
路
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
た

め
に

｢宮
城
I
T
S
｣
(図
5
)
の
一
環
と
し
て
次
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

妻
訝
し

1

関
山
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム

路
面
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
C
C
T
V
カ
メ
ラ

(
一

一
台
)
や
積
雪
深
、
気
温
、
路
面
温
度
、
雨
量
等
の
観
測

の
た
め
の
気
象
観
測
設
備

(九
箇
所
)
及
び
路
面
状
況
、

工
事
情
報
等
を
提
供
す
る
道
路
情
報
板

(五
箇
所
)
や
温

度
表
示
板

(四
箇
所
)
を
設
置
し
て
道
路
管
理
の
迅
速
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
(図
6

.
7
)

2

道
路
気
象
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

C
C
T
V
カ
メ
ラ
や
気
象
観
測
設
備
で
得
ら
れ
た
情
報

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
道
路
画
像
情
報
と
し
て
情
報

提
供

(図
8
~
=
)
を
行
っ
て
お
り
、
冬
期
間
の
ア
ク
セ

｢@ " #｣の“(アイ)‘か
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図 5 宮城 I T S のイメージ図

薹

ITSは、地域のニーズにお応えします。



ス
数
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
三
年
度
は
年

間
五
五
、
0
0
0
件
の
う
ち
冬
期
間

(
三
一月
か
ら
三
月

ま
で
)
の
四
ヵ
月
間
で
六
八
･
五
%
に
あ
た
る
三
七
、
七

0
0
件
の
ア
ク
セ
ス
数
が
あ
り
ま
し
た

(図
曖
)。

こ
の
他
、
携
帯
電
話

(i
モ
ー
ド
)
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五

終
わ
り
に

仙
台
市
で
も
特
に
降
積
雪
量
の
多
い
一
般
国
道
四
人
号

の
冬
期
道
路
管
理
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
降
積
雪
量

が
少
な
い
と
言
っ
て
も
最
大
積
雪
深
で
二
人
節
を
記
録
す

る
中
心
市
街
地
の
四
号
、四
五
号
の
除
雪
作
業
の
遅
れ
は
、

一
〇
〇
万
都
市
仙
台
の
地
域
経
済

･
社
会
生
活
に
与
え
る

影
響
は
甚
大
で
す
。
仙
台
工
事
事
務
所
で
は
迅
速
な
除
雪

体
制
の
確
立
は
も
と
よ
り
、
今
後
と
も
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
を
進
め
冬
期
の
道
路
管
理
の
強
化

･
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

道
器
峠
機　　路配

R
U図

嗣
瞑
目
的地
ま
でっけ
るだろ、琢
“

発

問山峠
に設題し
た
ーTS
(高度
交一過シ
ステム)。

お出かけ動き
ラ
ブ箕
候
擢が護
をキヤツ馬
務
嶺
増

途中の情確報で気漏や峠の盤面
篏駿が分かります、

関山峠
に設題し
た
ーTS
(高度
交一過シ
ステム)。

お出かけ動き
ラ
ブ箕
候
擢が護
をキヤツ馬
務
嶺
増

ーT
Sを利用し
て
,快
適で安
全なド
ラ
イブを
ー
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